
歳入歳出
差引額

273,876,404

131,430,343132,062,216

667,570,526

6,330,657

1,175,484,952

652,097,719

歳出決算額

やポンプ室築造を行ったことから増額となっています。下水道事業会計は、計画延長に伴う事業費の

1,144,125,629

81,229,211 80,831,202

一　般　会　計

(単位：円）

増額となっています。

町立真室川病院事業会計

算総額８４億１，１２１万円に比べ、１．９６％増加しました。

※　町立真室川病院事業会計、水道事業特別会計は消費税を除き、過年度留保資金等で補てんし

8,916,836,735

86,860,225

1,072,467,272

公共下水道事業特別会計

105,257

631,873

1,066,136,615

15,472,807

398,009

歳入決算額

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

5,574,859,191

よる地域消費喚起・生活支援臨時交付金や地方創生先行型交付金事業などのソフト事業や、制度改正

113,810,997

り組んだこともあり、歳入歳出ともに増額となっています。

国の再生可能エネルギー補助金を活用した中央公民館・町民体育館太陽光発電装置設置事業などに取

5,300,982,787

86,754,968

会　計　名

12,492,145

水道事業特別会計

126,303,142

8,576,170,260 340,666,475

た額を歳入決算額に含めて記載しています。

総　計

　平成２７年度決算が９月の町議会定例会において認定されました。

　平成２７年度の支出総額は８５億７，６１７万円（うち一般会計５３億９８万円）で、２６年度決

による保育給付費の増加、投資的事業である橋りょうの長寿命化やほ場整備事業といった継続事業、

特別会計は、介護保険特別会計が要介護者の増加を受け、保険給付費の増額となっています。水道

事業会計は、平成２６年度から３ヶ年計画で実施している真室川及位水道統合整備事業が送水管布設

　町民の皆さんが納めた税金や国・県からの補助金等がどのように使われたか、町の財政状況を公表
します。

31,359,323

   まむろ川温泉梅里苑事業
   特別会計

一般会計においては、町の借金返済にあてる公債費の減など減尐要因もありましたが、国の施策に

平成２７年度決算の概要 



町民税・固定資産税など皆さんが納めた税金

国・県が徴収した税等から分配されたお金

国の補助事業等に伴う財源

県の補助事業等に伴う財源

町が事業を実施するために国等から借りたお金

分担金・使用料・寄附金・繰入金・繰越金など

4億　998万円

4億5,311万円

31億　825万円
国税四税（所得税・法人税・酒税・消費税）の一部及び地方
法人税から分配されたお金

6億3,612万円

2億2,806万円

4億8,374万円

2億5,560万円町 債

譲与税・交付金

県 支 出 金

町 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

そ の 他

 一 般 会 計 

歳 入 

町税 

6億3,612万円 

11.4% 

譲与税・交付金 

2億2,806万円 

4.1% 

地方交付税 

31億 825万円 

55.8% 

国庫支出金 

4億 998万円 

7.4% 

県支出金 

4億5,311万円 

8.1% 

町債 

2億5,560万円 

4.6% 

その他 

4億8,374万円 

8.6% 

一 般 会 計 

歳  入 
５５億７，４８６万円 



議会の活動に要する経費

財産管理、戸籍、徴税、選挙、電算運営等に要する経費

高齢者、障がい者、児童の福祉、子育て支援等に要する経費

保健衛生、医療の確保、水道対策、ごみ処理等の経費

農林水産業の振興に要する経費

道路、河川、橋梁、公園、住宅等の整備に要する経費

消防活動、災害対策等に要する経費

学校教育、社会学習の振興等に要する経費

国や金融機関から借りたお金の返済費用

商工費、労働費、災害復旧費など

公 債 費

そ の 他

2億　608万円

5億6,434万円教 育 費

6億4,739万円

8億7,153万円

4億　541万円農林水産業費

民 生 費 11億3,018万円

6億3,686万円

8,949万円

消 防 費

総 務 費

衛 生 費

議 会 費

土 木 費

5億5,200万円

1億9,770万円

歳 出 

総務費 

8億7,153万円 

16.4% 

民生費 

11億3,018万円 

21.3% 

衛生費 

6億4,739万円 

12.2% 
農林水産業費 

4億 541万円 

7.6% 

土木費 

6億3,686万円 

12.0% 
消防費 

2億608万円 

3.9% 

教育費 

5億6,434万円 

10.6% 

公債費 

5億5,200万円 

10.4% 

議会費 

8,949万円 

その他 

1億9,770万円 

3.9% 

一 般 会 計 

歳  出 
５３億 ９８万円 



※歳入のうち都市計画税及び入湯税の使途

（＝歳出総額　５３億　９８万円／８，２９５人）

町民１人当たりの税負担額は　７万６，６８７円　となっています。

２．固定資産税　　　　　　　315,741千円／8,295人＝　　　　　　３万８，０６４円

４．町たばこ税　　　　　　　 44,205千円／8,295人＝　　　　　　　　５，３２９円

２．総務費（財産管理、戸籍・税・選挙経費、ＩＴ推進などに）　１０万５，０６７円

７．消防費（消防活動などに）　　　　　　　　　　　　　　　　　２万４，８４３円

１．町民税　　　　　　　　　246,248千円／8,295人＝　　　　　　２万９，６８６円

785万円都市計画法に基づき「都市計画施設の整備に関する事業」と
して公共下水道事業に繰出し、下水道事業の財源としていま
す。

３．都市計画税　　　　　　　  7,852千円／8,295人＝　　　　　　　　　　９４７円

　町民１人当たりの行政経費は　６３万９，０５７円　となっています。

９．公債費（町が借りたお金を返すために）　　　　　　　　　　　６万６，５４６円

４．衛生費（保健衛生、医療確保、水道対策、ごみ処理などに）　　７万８，０４６円

５．軽自動車税ほか　　　　　 21,588千円／8,295人＝　　　　　　　　２，６０３円

３．民生費（高齢者、障がい者、児童の福祉、子育て支援などに）１３万６，２４９円

１．議会費（議会の運営に）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１万　　７８９円

都 市 計 画 税

５．農林水産費（農林水産の振興に）　　　　　　　　　　　　　　４万８，８７４円

10．その他（商工労働費や災害復旧経費などに）　　　　　　　　　２万３，８３３円

８．教育費（学校や社会教育に）　　　　　　　　　　　　　　　　６万８，０３４円

６．土木費（道路や公園などの整備に）　　　　　　　　　　　　　７万６，７７６円

入 湯 税 地方税法に基づき「観光の振興（観光施設の整備を含む。）
に要する費用」としてまむろ川温泉梅里苑事業特別会計繰
出金の財源としています。

48万円

〇 町民1人当たりの金額＝ その年度の各総額／年度末の人口 ８，２９５人（２７年度末）で算出しています。 

 町民１人当たりの町税負担額（一般会計） 

 町民１人当たりの行政経費（一般会計） 



2,593

福祉課 高 齢 者 世 帯 等 除 雪 支 援 事 業
高齢者及び心身障がい者世帯の除雪支
援を行いました。

3,026

26,250

予 防 接 種 事 業

スクールバスの運行業務及び教育関係
施設の維持管理を町内サポート企業組
合に委託し、経費削減に努めました。

事 業 名 等

14,137

１．保健・福祉・医療体制の充実

事 業 概 要

16,406

病院
事務局

医 療 機 器 整 備 事 業

学習指導員・学習支援員配置事業

福祉課

２．教育・スポーツの振興

福祉課

担当

あさひ小学校校舎屋根の葺き替え及び
外壁塗装工事を行いました。

教育課

担当

11,277

26,234

27,599

27年度決算額
（千円）

教育課

各校に学習指導員等を配置し、個別支
援が必要な児童・生徒に個々に応じた
きめ細やかな学習・生活指導を行いま
した。

事 業 名 等

教育課

健 康 増 進 事 業

27年度決算額
（千円）

事 業 概 要

18,319

Ｘ線画像管理システムやフレンツェル
赤外線眼鏡などの医療機器を更新・新
規導入しました。

子どもの定期予防接種無料化、子ども
や高齢者のインフルエンザ予防接種、
高齢者肺炎球菌予防接種への助成な
ど、感染症蔓延防止に努めました。

各種健診や健康相談など、生活習慣病
予防に努めました。また、重点年齢を
設定し、がん検診受診率の向上に努め
ました。

スクールバス運転及び施設管理
業 務 委 託 事 業

教育課 学 力 向 上 対 策 事 業

教育課
県立新庄神室産業高校真室川校
就 学 支 援 事 業

地域消費喚起・生活支援交付金を活用
し、真室川校に入学する生徒に対し、
入学準備金及び通学費を助成しまし
た。

教育専門職である指導主幹を配置し、
各校教職員の指導力の向上、幼保小中
連携教育の推進など学力向上に向けた
取り組みを行いました。

あさひ小学校屋根等改修事業

平成２７年度実施の主要事業と決算額（一般会計・病院会計・水道会計・下水道会計） 



２．教育・スポーツの振興のつづき

担当 事 業 名 等 事 業 概 要
27年度決算額

（千円）

11,119

プレミアム商品券発行補助事業

地域経済の活性化と消費拡大を目的
に、もがみ北部商工会が行う一般向け
（20％）と子育て支援向け（30％）2
種類のプレミアム商品券発行事業に対
し、補助しました。

18,817

ブランド認定品につながる新商品・産
品開発支援、伝承野菜の普及特産品化
を推進し、まむろがわ逸品展を開催し
ながら真室川ファン拡大に取り組みま
した。

12,753

農林課 48,875

農林課 環 境 王 国 推 進 事 業 費

特栽米良食味米栽培者に対し支援を行
いました。また、平成29年度に開催さ
れる米・食味鑑定コンクール国際大会
に向け町独自のコンクールを開催しま
した。

6,755

交流課

教育課

平成28年度（平成29年2月）に開催さ
れる全国中学校クロスカントリース
キー大会に向け、小中学生の育成のた
め用具購入及び合宿に対する助成を行
いました。

畜 産 規 模 拡 大 支 援 事 業
町内畜産業の規模拡大を図るため、町
内畜産業者の牛舎及び雌牛購入に係る
助成を行いました。

クロスカントリースキー振興事業

ほ 場 整 備 事 業

事 業 概 要

20,431

2,093

事 業 名 等

３．産業の振興

農林課

担当

春木、平岡、真室川北部、川ノ内、平
枝の５地区において、ほ場整備に係る
調査計画や地形図の作成を行いまし
た。

27年度決算額
（千円）

園芸農業の拡大と園芸産地をけん引す
る競争力の高い経営体の育成を図るた
め、農業者団体に対し園芸管理用機械
等の購入助成を行いました。

9,134

農林課

農林課

担い手育成のため、新規就農者への青
年就農給付金や農業所得向上のための
新たな取り組み等への農業後継者育成
支援を行いました。

農 業 後 継 者 育 成 支 援 事 業

戦略的園芸産地拡大支援事業

６ 次 産 業 化 推 進 事 業
６次産業の確立をめざし、地域おこし
協力隊を増員しながら各種事業に取り
組みました。

担当 事 業 概 要事 業 名 等

交流課 真 室 川 ブ ラ ン ド 推 進 事 業

交流課

27年度決算額
（千円）

1,334

４．真室川ブランドの開発



交流課 1,872

母 子 保 健 衛 生 事 業

町内公立保育所、認定こども園、小規
模保育所等に入所する子どもの保育料
について、全年齢半額及び第3子以降
全額無料としました。

資 格 取 得 支 援 事 業
町が定めた各種国家資格等の取得に係
る費用の助成を行いました。

担当

事 業 概 要

事 業 概 要

旧大滝小学校プール跡地にドクターヘ
リ臨時離着陸場を整備しました。

事 業 名 等

教育課 保育利用者保育料負担軽減事業

子 育 て 支 援 医 療 給 付 事 業

５．子育て支援・尐子高齢化対策

事 業 概 要

町民課

総務課
避 難 所 耐 震 改 修 補 助 及 び
バ リ ア フ リ ー 化 助 成 事 業

20,182総務課

27年度決算額
（千円）

7,509

福祉課

小 型 動 力 ポ ン プ 積 載 車 等
整 備 事 業

消防小型動力ポンプ積載車等を新規配
置及び更新しました。

事 業 名 等

27年度決算額
（千円）

６．危機管理対策

1歳6ヶ月及び3歳児健康診査、妊婦健
診を実施し、母子の健全育成を推進し
ました。

担当
27年度決算額

（千円）

3,896

７．雇用促進対策

総務課

17,581

産業振興条例に基づき、事業拡張と雇
用拡大を目的に町内に用地等を取得し
た事業所に対し奨励金を交付しまし
た。

事 業 名 等

交流課

一次避難所（地区分館）の耐震改修補
助及びバリアフリー化工事を行いまし
た。

中学生までの入院・外来医療費を実質
無料化しました。

担当

12,243

26,515

16,456

産業振興条例に基づく助成事業

ド ク タ ー ヘ リ 臨 時 離 着 陸 場
整 備 事 業



公 共 下 水 道 整 備 事 業 下水道管渠布設工事等を行いました。 45,590

81,092

事 業 名 等

町民課 空 き 家 等 対 策 調 査 委 託 事 業
町内の老朽化等に伴う危険家屋空き家
等について調査委託を行いました。

7,669

建設課
（下水）

真室川及位水道統合整備事業

真室川公園長寿命化計画及び
基 本 設 計 策 定 業 務 委 託

事 業 概 要

町道5路線の改良・側溝整備等を行い
ました。

住宅の新築・リフォーム及び合併処理
浄化槽の設置等に対し補助金を交付し
ました。

社会資本整備総合交付金事業

国の補助を受け、橋の補修等設計や工
事、町道法面の災害防除調査、流雪溝
整備工事、除雪機械の更新を行いまし
た。

施設や遊具の長寿命化計画と園内整備
に係る基本計画を策定しました。

住環境快適サポート補助事業

中 央 公 民 館 ・ 町 民 体 育 館
太 陽 光 発 電 装 置 設 置 事 業

グリーンニューディール基金の再生可
能エネルギー事業補助金を活用し、中
央公民館及び町民体育館に太陽光発電
装置を設置しました。

34,740

27年度決算額
（千円）

８．生活・環境対策

建設課

146,986

建設課
（水道）

町民課

建設課

建設課 7,668

真室川上水道と及位簡易水道の統合整
備事業に伴い、送配水管布設に係る実
施設計や工事、送水ポンプ室築造工事
を行いました。

253,033

道 路 整 備 事 業

担当

建設課

農林課
農 林 水 産 業 施 設
災 害 復 旧 費

農地及び農業用施設の災害復旧工事に
対する補助を行いました。

1,547

９．その他

担当 事 業 名 等 事 業 概 要
27年度決算額

（千円）

152,269



ふるさと納税寄附金の使い道

小学５年生を対象として、夏期に古河市、冬期に
当町で相互交流活動を実施

青 尐 年 育 成 事 業 放課後子ども教室・家庭教育事業を実施 265

クロスカントリースキー振興事業

山形大学と連携し、地域独特の自然や文化に触
れ、参加者全員で地域活性化を考える

183

児童・生徒に対する英語指導 4,407

古 河 市 尐 年 尐 女 交 流 事 業 421

１．自然・環境保護と地域芸能文化継承の推進に関する事業
　　 ～受け継ぐふるさとの四季折々の景観美とこころ～

　ふるさと納税寄附金の額は　８，０４０万７，９６９円　となっています

27年度決算額
（千円）

事 業 概 要事 業 名 等

134
地球温暖化対策協議会の開催や緑のカーテン事業
を実施

エクセルギータウン推進事業

文 化 財 等 保 護 ・ 啓 発 事 業
希尐生物調査・保全、史跡調査、重要文化財の修
復・管理に対する補助

3,026

みどりの尐年団運営協議会補助金
自然環境教育を実施しているみどりの尐年団に対
する運営補助

60

山大エリアキャンパスもがみ事業

番 楽 フ ェ ス テ ィ バ ル 事 業
ふるさとの伝承文化である番楽の継承発展のた
め、フェスティバルを開催

827

２．真室川の子どもたちの教育活動推進に関する事業
　　 ～がんばれ！真室川の子どもたち～

事 業 名 等 事 業 概 要
27年度決算額

（千円）

学習指導員・支援員配置事業
要個別支援児童・生徒の学級に学習指導員等の配
置

17,865

山 形 県 児 童 生 徒 版 画 展 事 業
版画家、中川木鈴氏の功績を讃え、小中学校の美
的情操の高揚を図る

317

高校生ボランティア育成事業
高校生ボランティアサークル「ホップステップ」
の活動支援

7

英 語 力 向 上 事 業

平成28年度に開催される全国中学校スキー大会に
向けた強化対策に補助

2,093

町民スポーツレクリェーション
町体育協会加盟の各競技団体が中心となり、町民
が一堂に会するスポーツ事業

25

県立新庄神室産業高校真室川校
就 学 支 援 事 業

県立新庄神室産業高校真室川校に入学する生徒に
入学準備金及び通学費を助成

2,593

平成２７年度「ふるさと納税寄附金」の使い道 



ふるさと納税制度を活用し、町特産品等のお礼の
品を送りながら真室川町を全国にＰＲ

52,111

３．「安心・安全・本物」の地域ブランド推進に関する事業
　　 ～地域ブランドの確立・こだわり作物の生産～

602

地 域 振 興 作 物 振 興 事 業

事 業 名 等 事 業 概 要
27年度決算額

（千円）

４．安心と安全、健やかな生活推進に関する事業
　　 ～健康と福祉のまちづくり～

事 業 名 等 事 業 概 要
27年度決算額

（千円）

ふ る さ と 発 信 事 業

収 穫 祭 実 行 委 員 会 補 助 事 業
認定農業者連絡協議会が主体となって組織する収
穫祭実行委員会に対して補助

650

環 境 王 国 推 進 事 業
良食味米の生産拡大を目的とした農家への助成
安全・安心で美味しい農林水産物の産地をＰＲし
ながら「真室川ブランド」を確立

6,755

飼料作物・園芸作物を転作田に新規作付した面積
に応じ助成

2,133

真 室 川 ブ ラ ン ド 推 進 事 業 逸品展の開催・特産品開発研修・販路拡大支援 1,334

緊 急 タ ク シ ー 助 成 事 業
家族移送、標準タクシー等で移動が不可能な寝た
きり老人等が入退院や通院する際に救急タクシー
を利用した場合、利用代金の半額を助成

136

結 婚 応 援 事 業
結婚支援員や若者有志による若者の出会いの場の
創出活動を支援

緊 急 通 報 シ ス テ ム 整 備 事 業
一人暮らしや慢性疾患を持つ高齢者に緊急通報装
置を貸与

99

事 業 名 等 事 業 概 要
27年度決算額

（千円）

※ふるさと納税寄附金の使い道については、決算額の内数となっています。

分 館 等 活 動 補 助 金

栄 寿 大 学 講 座

2,850

ア ダ プ ト 事 業

６０歳以上の高齢者を対象に教育講座、趣味講座
を開催

50

3,208

地 域 づ く り 活 動 支 援 事 業
集落による地域コミュニティの醸成に関する活動
への支援

５．元気な地域づくりの推進に関する事業
　　 ～町民協働の地域活動支援～

住民自治の精神基底として、生涯学習・生涯ス
ポーツの原点かつ拠点施設としての公民館活動の
推進を図るための活動費補助

1,728

町登録団体による公共施設・区域の環境美化活動
支援

地域内の軽微な道路補修の際に、地域の方自らの
手で整備をするための原材料費を提供

117

地域協働みちづくり助成事業



地方消費税交付金（社会保障財源分）の使い道

障 が い 者 福 祉 費
（福祉タクシー、福祉燃料券等）

障がい者に対し、福祉燃料券及び福祉タクシー券
を支給

7,223

27年度決算額
（千円）

事 業 概 要事 業 名 等

27年度決算額
（千円）

障 が い 者 総 合 支 援 費
（ 給 付 費 等 ）

障がい者の施設等利用サービスや就労支援等に対
する給付、補装具購入の際に費用の一部を支給

170,313

老 人 福 祉 費
（ 除 雪 支 援 事 業 、 生 活 支 援

ハ ウ ス 事 業 等 ）

高齢者及び心身障がい者のみ世帯に対し、住宅の
除排雪を支援
生活支援ハウスの運営を委託

26,217

163,724

国 民 健 康 保 険 事 業
（ 特 別 会 計 繰 出 金 ）

国民健康保険制度に対する保険料軽減世帯及び保
険者支援のための繰出金

68,340

児 童 福 祉 費
（ 子 育 て 支 援 医 療 給 付 費 、

認 定 こ ど も 園 支 援 事 業 費 ）

中学生までの医療費を入院・外来ともに実質無料
化
認定こども園への運営費支援

96,138

１．社会保険

事 業 名 等 事 業 概 要

定期予防接種及び任意予防接種に対する助成や各
種健診、健康相談などを実施
重点年齢を設定し、がん検診の受診率を向上

33,883

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
（療養給付費負担金・特別会計繰出
金 ）

後期高齢者医療制度に対する給付費及び保険料軽
減世帯のための繰出金

137,947

１．保健衛生

27年度決算額
（千円）

健 康 づ く り 推 進 事 業 費
（ 予 防 接 種 、 健 康 診 査 等 ）

１．社会福祉

社会保障財源分は　６，８７２万９，０００円　となっています

　　　地方消費税交付金 １億５，１１７万１，０００円のうち

※地方消費税交付金（社会保障財源分）の使い道については、決算額の内数となっています。

介 護 保 険 事 業
（ 特 別 会 計 繰 出 金 ）

介護保険制度に対する給付費の繰出金

保 健 衛 生 総 務 費
（ 母 子 保 健 事 業 等 ）

母子保健法に基づく乳児健康診査及び妊婦健診を
実施

事 業 名 等 事 業 概 要

4,403

平成２７年度地方消費税交付金（社会保障財源分）の使い道 


